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　　 　 第 1編 要 旨

　本 研 究 潜 肬 稿 す る に 當り此 の 發表な 詐可 ぜ られ 且 つ 種 々激勵ぜ られ 六 ろ 大 日本 酒 類釀造松式會肚常

　務取締役 干 山與一氏 に 深 甚 の 謝 意 心 衰す 。

緒 言

　 ア ミ ロ 法に 關する研究は 1892年 C ，LLMEI −
t

以 來 の 事 に し て 枚擧 に 遑な き程 の 多 くの 文献 あ りQ 我
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Cl）
が 國に於け る研究 も既に 加 藤辨三郎博．L に よ つ て 發表せ られ 、 生 廿藷及 び 乾燥

．
日藷 を原料 とせ る 場

合に は困難に して ア ミ ロ 法は必す しも在來の 麹法に 優れ りと思 はざる もその 操作は移 して 參考 とす

べ しと述 べ られ た り。 そ の 後昭和6〜 7年台灣總督府專賣局に 於 て 米酒製造に ア ミ ロ 法 を綵用せ られ
　 　 　 　 　 　 　 （

−
2）

た るが（祠1谷俊一
灰發表）その 成功に よ り貲績 を向上 せ し めた るは我が國醗酵工業上 に 一大劃期 を作

る もの と云 ふ も過 言 に あ らす 。 然 り而 して 共 の 後 ア ミ ロ 研究 の 進 歩は細菌學上 又工業 上 の 研究に よ

つ て 從來困難又は 不能と まで され し生 甘藷及 び切干甘藷 を原料 とせ る場合に も試驗せ られ 、 既に 牟

田邦基 ． m 申勝瓢 佐鱚 窰 森下副 細 義人驫 の 發裁 見 る咥 りた るも未だ 繝 工業讖

の 範駄 止 ま殯 際に 工業化す る咥 らざ りき 。 敝 黯 勘六博騰 傭 を主 tn＊・tとせ る場合の 。

i ロ 法 の 應用 に 對 して 次 の 如 き結論 を下 され り。 即 ち ア ミ ロ 法 は在來法に 比 し て 優れた りと斷定 し

難 く我が國の 酒精工 場に 於 て 此 の 際純粹 なる ア ミ ロ 法 の 應用を適用す る事は米だ有利 と認 め難 し と
　 　 　 　 　 　 　 　 （sゴ

論ぜ られ ， 宮崎靜氏の 折衷法 を推薦せ られた り。 それ と相前後 し て ア ミ ロ 法に 關し て 著者 の 一人 1
（19）⊂le）　　　　　　　　　　　　　　 （SD 　　　　　 （2D

幡が特許 を得、叉山谷潤悳氏 、吉壁｝榮 吉氏 の 特許 の あ らは る S あ りて ア ミ ロ 法が漸 く業界關係者の 荘

目 を引 くに 至れ り。 而 して 最近液體燃料 問題 の 國家的見地 よ り無水酒精 の 混入が 強制 さる s こ と N

な り酒精及 び無水酒精に對 し國家が原則 として 製造及び販賣 を掌 る事 となれ るは茲に 述ぶ る迄 もな
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き事な るが此 の 國家が賢施す る酒精製造法は そ の 内窶 の 詳細は 判明せ ざ る もア t ロ 法探 用の巷諡 あ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （の

る を思 へ ば我が國の 酒精製造法 も實に一變せ る の 惑あ り。 又近時中村靜博士 に よ つ て稀酸分解法の

唱導さ る Σ に 至 り共 の 是非に つ い て は 徇論 議の 餘地 あ るぺ し と雖 秀 、 吾人 と し て は 其 の 進 歩發展 の

急激なる に 驚 き只そ の 具饂化に つ き追隨 の 暇 なき感あ る もσ） とす 。

　當肚に 於 て は 、 昭＊n　7年台灣 に 於 け る ア e ロ 法 の 成功 を知 り之 を内地 の 甘藷及 び切 干甘藷 に 應用

せ ん とし耐長森英 示氏 、專務取締役堀末治氏 、常務取締役 李山與
一氏 の 御賛同 の 下に昭和 7年秋熊本

工 場に 試驗工場 を設け研究に 若手 した り。 著者 の 一人木 幡は 大正 5年九大の 宇佐美博土 研究室に 於

て ア ミ ロ 法に つ き研究 した る經 驗を有す る を以 て 經過頗 る順調に し て 、先 づ米 、高梁 其他穀類を原料

とす る法 よ り始 めそれ よ り首題 の 甘藷 を原料 とす る 方法 の 研究に 着手 し 、 10石 容 よ り100石容に 中

間工業試驗 を始 め成功せ る を以 て 愈々 昭和 10年 5月 よ り熊本工 場の 改造 を斷行 し同年11月よ り全工

場 を純然た る ア ミ ロ 法操作に よ つ て 作業 を開始 した iJ
。 是れ我 が國に 於ける最初 の 生甘藷及び 切干

甘藷 を主原 料とせ る唯一無二 の ア 1 ロ 法に よ る酒精工場に して 共面 目を發揮 しつ s 昭和 10酒造年度

を終 へ 充分に そ の 成績 を向上 せ しめ得た り。 本 年度 も同樣に して 、 生 甘藷及び切 干甘藷 に よ り醪酒

精分8〜 6％、 醸酵 日數 7 日に し て 日産 100〜80石 の 燒 酎 （30 ％）を1頂調lc し て 完全 な る作業 の 下に

製造 しつ s あ り。 爾 ア こ P 法採 用の 結果 は 原 料費 の 大な る低減に 加 ふ る に 職工 賃及 び燃料費の 節約

の 結果工 場成績 を一暦に 向上 せ し め得た るは 工 場技術者 と して 欣快 とす る と こ ろ な りQ

　今 や酒精專賣制度 の 實施 に よ り、 ア t ロ 法 の 重要覗 さ る   に 至 りた る際 、 當工場 に 於 ける薯者 の

諸研究 、 中間工業試驗及び實際工 業上 の 成績 を忌憚な く記 し て 黎 明期に あ る ア ミ ロ 法 の 全貌 を明か

に し以 て 業界 の 參 考に供す る と共に 延 い て は 現 F非常時無水酒精問題解決 の
一端 に 資 し併せ て 諸賢

の 御指導 と御批判 を仰が ん とす る もの な り。

　　尚 當研 究な坦 す に 當 り窒隠總督府中央研 究所巾澤亮治博士 、 武 田義 入博士 、 當時の 塁 凝專賚局樹林工 場

　　長 佐藤喜吉氏 、 同 工 場 上 田武敏 氏 、 竝 ぴ に當 時の 中央研 究 所 甼 友 恒 氏 より御 援 助冷給 ば り し こ ピ な 厚 く

　　感謝す 。

第 1 編 ア ミ ロ に使用すべ き絲朕菌及 び 酵母

♪

　　　　　　　第 1 章　　各種絲瓶菌の 比較研究

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛H）

　 ア i ロ 法 に 使 用 さ る Σ 絲状菌に 就 て は既に 牟田邦基 、 田中勝利 兩氏 に よ つ て 各 種澱粉原料 を使用

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1嚠1）

し良好な る品種と し て Rh ．　 Delemar 及 び武 田義人 氏 の 分離せ られ た る Rh ．ノavanicus 　（・5502），

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Cf、］
5201， 及 び　Rh ．擢 加 1 を擧 げ特 に蕃薯簽 に つ い て は 5502良種な りとせ られ た り。 更に森下 茂氏

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （6）

に よ つ て 蕃薯簽に應用す る場 合は Rh．ノavanicas 良好な りとし 、 武 田義人氏 も各種の 澱粉原料に

つ い て Rh ．　 Delemar と Rh ．ノavaniCWS を比 較 研究 され Rh ．　 iavanieusは Rh．1）eleimar に 比

し て 糖化迅逑 に して ア t ロ 法に 適す る菌種な りと の 結果 を得 られ た りQ
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著者 は幸ひ台灣總督府 中央研究所中澤亮 治博士 の 御好意に よ り Rh ．1）glemar 及 Rh ．’iawanleas

の 分讓 を得 、 又廣島高工 長西廣輔教授 よ り既知 リ ゾープ ス 驍 の 分讓 を得た る を以 て 之 を切干甘藷 に

應用す べ く著者が 自ら26種の 朝鮮産麺子及 び27種の 朝鮮燒酎醪 よ り分離せ る絲｝伏菌の 内 リ ゾープ ス

矚 、
ム コ ー ル 屬に つ い て 切 干甘藷に 繁殖良 妊 なる もの を選擇し之等各種多數の 菌種に つ い て 糖分生

成力 を比 較 研究 し、最 後に A ∫p．Oryzaeとの 比較 をも試 みた り。

　使 用せ る菌種は第 1表 の 如 し。

第 1 表

No． 菌 種 名 叉 ［t 番 號
分
「eCNIt

分離．年 月

1234

．

5

⇔

789101112

賂

141516171819

R ん．0 プy瓣 ¢ WENT 　et 　GSERLINGS

Rh ．
广
〆or 〃 tosae ” sis 　 NAKAZAWA

R ゐ．Batatas

Rh ．　 nodo5us 　NA 皿 YSLOVSKl

R ん．診onkinensis 　 VulLLEMtN

K20 　bKlbK23

　aK5dKM24aK

凹 24bKM24eK

酪 24fKM21dK22

　c　　　　
・
　　　　　 、

K24 　aKTR

九 ゴavaniCttS 　TAKEPA

R ん．Dete軅 r　WE 刪 ER 　 et 　HANZA ．WA

｝
　 昭 和

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

つ「1　

〃

8

〃

〃

〃

56565　

　

　

　

　

〃

叺

aga

叺

〃

〃

〃

〃

〃

〃

2597

分譲所 （又 ば 分離麺 子製造所 ）

廣島高等 工 業 學校　長 西敏 授

　 　 　 　 〃

　 　 　 　 〃

　 　 　 　 〃

　 　 　 　 〃

ASPt、大 甼 醸造株式 會肚 　　粗麺 子

慶南東莱邑里 川市 作 製造所　　
”

”　 高陽麺 子 製造所　　　　　　
”

慶南 昌原 、昌原翹 子 製造所 　　
”

京城不 老 商會　　　　　　　醪

　 　 〃　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　〃

　 　 〃　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 〃

　 　 〃　　　　　　　　　　　　　　　　　 〃

　　 〃　　　　　　　　　 粗幾子

開城 、 開城醸造會杜 　　　　　
”

仁川 、 朝 日醸逡　　　　　　　”

束莱郡麺 子 製造所　　　　　　　
”

1臺灣總督府中央 研究 所

　 　 　 　 〃

費　驗 　之 　部

6 （A ） 糖 化 試 驗

　　　 鬟 　驗　方 　法

　
・
（a ） 絲 默 菌 種 植

　　　 5 日闘35・ C の 恒澀 匣中に て 馬鈴 薯 L に培養せ る各種絲状菌に 12° Bllg麹 エ キ ス を添加 振 盪 し

　　　
’
胞子 を淨游せ しめ、

、 35°C に て 7・−8時間放置せ る もの 1 自金 耳 を培養醪 に種植 後 35°C の 恒温

　　　匣に て 適時振盪 し つ s7 日間培養 し隼成せ る酒精分 、 糖分 、 酸 度及び pH を測定せ りQ

　 O （b） 培　 養　　醪
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　300ccの フ ラ ス コ に 内地切干甘藷粉碎 物 30g井 水 200cc及 び 工業用鹽酸 （比 重 1．16）．・10倍稀

釋液3ccを加 へ 煮沸せ る湯浴中に て糊化後 401b　30分間加壓蒸煮せ る もの を使 用す 。

：』’　・’・s
　
1

（り 分 析 方 法

　酸度 ； 濾液 10ccに 覇す る 1！10　N 　NaOE 【の 滴定 cc 數 を示 す。 指示藥は フ エ ノール フ タ レ

　　　　 ィ ン を使用せ り。

　 pH ： キ ン ヒ ド ロ ン 使用 の 板 野式 pH 測 定器 に よる。

糖分 ： ベ ル b ラ ン 氏法に よ り 100cc中の glUCOseの g 數 を以 て 示す。

酒精分 ： 醗酵液 100ccを苛性曹達 に て 中和後蒸溜水 50ccを加 へ そ の IOOccを蒸溜 し比重夊は

　　　　 重 ク ロ ム 酸加 里 に よ る 比色法 に よ つ て 測定せ る容量 ％ を示 す 。

澱粉 價 ： 培養液 を比 重 1．125の 鹽酸に て轉化せ しめた る後の 100cc中 の 總還元糖 9 數に O．9を

　　　　乘bたる數 を示 す。

　　 箕　驗 結 果

　　　　　　　　　　　　内 地 切 干 甘 藷 成 分 表

水 分 　　糖 分（glucoseS して ）

14．73　　　　　　　4．12

　　　　　　 　 培

酸 度　　　　　　　　pH

2．2　　　　　　　　　 3．65

　　　　　　 　　　第

澱紛債

71．56

　養

2’

全 窒 素　　 粗脂肪

Oβ22　　　　　0、938

　　 醪

糖 分

L591

　 表

灰 分

2。66

澱粉價

11．765

菌　　　種 　　　名

R ん．Or ニリxae

R ゐ・．formosaensis
Rh 。　Batatas

R ゐ．％bdOSUS

R ゐ、tonki ” ensis

K20bKlbK23aK54R

ゐ．Deletnl；t・

Rh ・ゴavaniCt ‘5

〆

酸　　度 pH 糖　　分 酒 精 分 隴 繋 總 糖 量

3．7 290 4250 L4｛〕 2220 6．4  ．

3．7 2，97 5．830 2．42 3．758 9．74砂

3 ．5 3．04 L489 L70 2．64Q 4，L29

5．0 2．99 3．621 ！．65 2β6G 6．181

』 つ亠　LM 2．99 2．100 1β3 2，060 4。三｛P

3ρ 3．13 7．118 1．08 L677
‘
　　8，795

2，8 3．13 2．31Q L66 2．578 4．888

3．o 3．11 7．687 o．73 LI33 8．8ZO

4，5 3．04 2．442 L87 2．904 5．346

3．3 3，Q2 6．011 2．34 3．774 9，785

3 ρ 3．11 7．656 1．工9 L848 9．503

第　
’
　 3 表

菌種 名 又 は番號

KM24aKM24b

酸 　　度

3．13

．1

糖　　分

4．0884

．263

酒 精 分

1．C｝50

．97

酒 糖 分 に 相 當
す ろ glUC・ se

L630

！．506

縄 糖 髭

5．7且85

，769
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　 K 団24e

　 KM24f

跏 b　 i
　 K21d

　 K22C

　 K23a

　 K24a

　 KTR

み．Deletnar

R み．ゴavanicus

〔木幡 ，室 田 ） 甘藷か原料 ミす るア ミ ロ 怯の 研究（第 1報）

2．3

869288
」
222222

1

濾 過 困 難 糟 化 不 莨

　 　 〃

6．644 1 1．08

濾 過 困 難 糖 化 不 罠

2．4265

．6工81

．9772

．5216

β367

．798

0．900

，9Do

．goO

．901

．661

．06

1L667

L39Q1

β 901

．3901

β 9σ

2．5771

．646

1 8．321

3．81
’
87

，0085

．5366

．1798

．9139

，444

以上 癪 の 臨 リ ゾープ ス 屬及12種の 朝鮮産麭孜 は朝鮮燒醐 慰 吩 離 したる繖 菌 を比較せ

るに第2表 、 第 3表 の 結果 に 示 す 如 く Rh ．　Delemar
，
　Rh ．ノavanicus 　ftも優良 に して Rh ．　fermesaensis

之に 次 ぎ K20d 及 び K23a も又 優良 なりと認 め得。 爾 Rh ．1）tlemar は Rh ．ノavanicus よ り菌絲の

み に よる酒精醗酵 彊 く 、 長時間に於 ける 糖分生成量は略偵仲 の 間に 在 るは後に述ぶ る糖分生成逑度

と謝照して 聊か 興味ある事實 とす。

　　（B） 醗 酵　試 驗

前回の 塘化試驗に 於て 優良 な りと認 めた る Rh ，　Delemar
，
　 Rh．ノavanicus ，

　 Rh ，　formesaensist

K20b 及び K23a を使用 し酵母 を種植醗酵試驗 を行 へ り。

　　　實　驗 方　法

　　　　（a ）　絲斌菌の 種植及 び蒸 煮増養液は前者同樣

　　　　（b） 酵母 の 種植

　　　　　　絲歌菌 を種植 し 35QC に て 48時間培養後 12° Bllg の 麹 工 ＋ ス に 35° C に て 24時 聞培養

　　　　　　ぜ る沈 澱酵母 0．1ccを種植 し 35°C に て培養しつ つ 重量の 減少止みた る後醸酵液に 少

　　　　　　量の 蒸溜水 を加 ヘ ー定容量 とな し分析す 。 伺使用酵母は 當工 場に で在率俥用ぜ レもの

　　　　　　なり。 以 後之 を假に Hefe　D と名附け特に 記 さざる限 り向一酵母 を使用せ い。

　　　　（c ［） 醗 酵 歩 ．合

　　　　　　原料澱粉價 よ り生すべ き Gay−Lussac の 理論上 の alcohol 　cc 數 を以 て 生成せ られた

　　　　　　る alcohol 　cc 數を除せ る もの を示 す 。

　　　箕 驗　結 果

　　　　　　　　　　　　　　　　 第　　　　4　　　 表

菌 種

R み・for那 05 μθ嬲 ∫S

K20c

酸　　度 1一 分

22

酒

’5

4433 5．5485

．5104

．7304

．846

生

劉 醗酵歩合

12，20612

．12210

．34710

．66t

79．4ア

78．9469

．3769

．42

・ 均 1・澱 ・・

｝79…

｝
6・…

．1・18911

．972

．　e59

乙，537
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K23a

Rh ．　 Detemar

Rh ．」

’
avanicus

（氷幡 ・室田）・賛藷な原黔｝
．
βす：る7 ミ ロ

：

葎の 研聟（第ユ報）

3．73

．7、

3．83

．93

．93

．9

備 考　：　醸酵 日數 9 日、容量 　@2GOc ．c

5．15

、35

．65

．　75

、65

．6

！1．311

．612

β

12．612

．4

エ2．3

73．

75，

80．

82．

81．

80．

1
〜

隔

丿

ー 7

Dお 8

D09

．91

AS85@L782@1

．75B
・ ・1 網8

　1235

　 1．14

　 LO13 　 第4表に示す 如く・Rh ． 　 Delemar及Rh．ノ avanicus が好 適な るものと思考され Rh．　ferm

aensis 又良
好

にしてK20c ・K23aはRh ・ 1）elemar ， 　 Rh・ノ avanicus に遙 かに及 ば す。

上の 結果よ り著 者の 所 有 する菌株の 内にてはRh．　 Delbina ナ 及びRh ． ノ avaniCUS がアE ロ法

適す る菌種なる事 を 認 め朝鮮 産麭 子 叉は 醪 より分離し たる もの には有 用なるも の を認めす 。Rh ． 　De

mar及びRh． ノ dvaniCUS との 醗酵成績は殆ど同一なり。　　　　　　　　　　　 　　

　　　　 　　　：t 　（ C ） Rh ．　DelemarとRh ， ノavanic

との糖分 生 成 力 比較 　 著者はア ミロ 法 に好適なる 繍伏菌と して Rh ，　Delemar 及びRh ．ノ avanic

が 最 良な る 事を認め たるを以 て爾菌種 の 糖 分生成 速 度 を 比 較せ り。實驗方法と しては 糖 化試驗（

j に使用せる と同一 の 増 養液12 本を調製し 6本 宛Rh ．1）elemar及びRh ．　 iavanicus を種 植し

時 振盪しっ づ 35 ℃誕 於 て増養し毎 日その1 本を分析 し兩 菌種 の糖 化速 度を比較 せり。結果は 第5
表

第6表、第1圖ゐ如し。’ 　　 　　　　 　　　 　　　　　　　第　　
　

@ 　表　　　　　　　　 　 ’ 　　Rh．1）glemar 　　　　 　．　　　 　’　
　
　　

　
　　　 ．　 　

　
　．　

’．　「 、、 ．

T1

・∵

　　

　度

4

　

．

72

96

12

1

25262233pHD45

．45

，453
．20

3 ．133 ． 1 　　　 　一

h “ ； 糖　　分

　酒耀分

酒精分に相

するgeose418DQ28
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・6296

．O〔
M
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ゐOD
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．766’

2．122
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．3C

、9

L

32 ．

33 β
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糖分 17402
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6 β
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・ 9．

1． 糖
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表
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5 ．1453 ．22

9 ．728L56 84

89Rh ．ノ awanicus 時　

間 酸　　度 pH24 　　　　　　22
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．蒸煮 醪 10GCC 中の 澱粉價よ り生 すべ き理 論上 の glucose　g 数 祉 以 て縫糖量な 除仗 る もの た示 す 蒸煮醪の 成

分 li各回第 1mai：於 て 大差 な 春 か 以 て 前 回 に 於て 分析ぜ る結果な橡用tf リ。 即 ち 100cc中の 澱騎價 tt　11・765g

に して 此 の 歎値 な 0．9tt て 除ぜ る もの た以 て 理 論 上 の 生成糖量 定 な す 。

　　　　　　 第　　　 1　　　 圖　　　　　　　　　　　　　　　　　以上 144時間兩菌種を

工oo

糖 　8Q

化

％　60

40

20

24 　　　 48 箆 96　　　 120

時　　間

144

R ・J，…Rh ，ゴavanic μ s

R ．P ．…R ん．　 DeJ ‘〃多4 ダ

内地切 干甘藷に 培養せ

る結果 より 丿〜h．iava−

nicus は RhJ ）elemar

に比 して 各時間に 於 け

る糖化歩 合良好に して

却 ち原料たる切干甘藷

に 劉す る糖化遑度は ．

Rh．　 iavanicusの 方

Rh ．1）elemar 　に 優 る

事 を 認 め 得 た りo

1〜h．iavanicusは 120時間目に於 て 89．37％な る結果 を示 す 。 され ど酸及 酒精の 生成力は Rh．　Del−

emar の 方 大に して生成せ る糖分は菌絲に よつ て 相當に酒精醸酵 を營 まれ る。 以上 兩菌種 を比 較せ

る結果 は森下茂 、 武 田義人 氏が蕃薯簽に 於て認 め られた る事實と一致す る。

　ア ミ ロ 法 に 使用する菌 とし て はその 糖化速度よ り Rh ．タavanicas の 方が Rh ．　Delemar よ り良

種な りと認 めらる。 　　　　　　　　　　　　 ．

　（D ） Rh ．　 Delemar と Rh．ノavanic ”s 及び Rh ，　 Delemar ＋ Rh ，ノav ” nicns の 醗酵比較

　　　實 驗 方 法

　　　　（a ） 内地切干甘藷粉碎物 （澱粉 價11．76％）80g に井水 560cc及 び工業用鹽酸 10倍稀釋液

　　　　　　8ccを加 へ 沸騰せ る湯浴中に 糊化後 401b　30分間加歴蒸煮す。

　　　　（b） 絲状菌種植の 際は胞 子を麹 エ キ ス に淨游せ しめた る もの 05cc， 酵母 は 1cc種植す。

　　　　　　 培養 35°C
。

　　　貰 驗 結 果

　　　　　　　　　　　　　　　　　 第　　　　7　　　 表　　　　　．

菌 種

Rb ．　 Detetnar

R ゐ．ゴα伽 所 σ鋸

Rh ．　 Delemar ＋

　　Rh ・J
’
avanie ％ s

　　備考 ；

酸　　度

2
　
」

　
2
　
2°
　
2
　

2

333

　∩
」

33

1 ・・

3．303283

．313

．a23

．303

．32

酒 精 分

5．4465

．5545

．5945

，5045

．4695

．447

生 成酒 精
　 CC

32．67633

β2633

．56433

．QZ632

．81532

．845

醗酵 歩合

79，5581

，148L

フ280

．4179

．8979

．98

挙 　　 均

全 容量 600ca 醸酵 日数 8 日

｝一

｝
81・・65

｝
7… 35

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Blosolenoe 　and 　Bloenglneerlng 厂　Japan

（木旛・室 田）　甘藷層原料 t す る ア ミ ロ 法の 研 究（第 1報） 587

　以 上 の 結果よ り Rh ．　iavanicas良好 に し て Rh．　Delemar 之に次 ぎ却 つ て混 合せ る もの は劣れ

る も其 の 成績 の 差異僅かに して 優劣をつ け難 し 。

　　 冴
一

・／ 3諮 ・
こ

　（E ） 高粱 、 小麥 を原料 とせ る場合 の Rh ，　iavanicusと Rh ．1）elemar の 比 較

　穀類 を原料 とせ る場合 の 兩菌種の 醸酵結果 を比 較せ る もの に して 同時に 酵母 を種植せ ざる もの を

も増養 し其の 醐醵終了と共 に分析 し菌絲の み に よる糖化及び醗酵歩合 をも求めた り。

　　（a） 高　　　粱

　満洲産高粱粉碎物 80gに 井水 480ccを加 へ 10倍稀釋工 業用 鹽酸 8ccを加 へ 常法に ょ り 401b　30分

間加壓蒸 煮し絲状菌 0．5ccを種植 35° C に て培養す。 尚酵母は 8acch．　 Pifkaの 沈澱酵母 1ccを種値

せ り。 使用せ る高粱の 成分は次 の 如 し。

　　　　水 分 　13．86 　 　 　 ｛殿粉價 　 64，237

　分析結果は第 8表 、 第 9表 の 如 し。

　　　　　　　　　　　　　　　　 第　　　　8　　　 表

　　　糖イヒ試驗　　　　増養　　10目

・ ・ 「酸 度 ・唄 糖 分 醐

Rh ．　 Detemar 　　　　 2．5　　　　　　3．24

Rh ・　」
’
avanic ” s 　　 3．0　　　 3．01

　 　
・
備考 ： 全容量なω Occ定 な す

3．324 　　　　　3．427

5．155　　　　　2．14ヲ

酒精分 に

相當 す る

glucose5

．3233

．338

［耀 1癩
8．6478

．493

90．5588

．89

醗酵歩合

醗酵試驗　　培養　10日

第 9 表

65．2941

．79

菌　　種 酸　　度 pH 酒 　精　分 生成酒精cc 醸酵歩合

　 Rh ．　 Delamar 　　　　 　 2．6　 　　　 　　　 3．34 　　 　　　 　 5249 　　 　　　　 31．494　　 　　　 　 85．65

　 Rh ．」

’
avanic ％ s 　　　　　　　2．8　　　　　　　　　　3．25　　　　　　　　　5．143　　　　　　　　　30 ，

858　　　　　　　　　83。94

　 　　 備考 ： 全 容 量 600cc ミ な す

　以上 の 結果 よ り高粱に 對 し て tt　・Rh・　Ddlemarは Rh ・ノβ懈 π加 ∫ に 埠し て 醗酵歩合良好なる結果

を示せ り。 且 っ 菌絲の み の 繁殖 の 際糖分量は Rh ．ノ例 4 π加 ∫ 優れ ど も酒精量に 於て 少なきため結局

糖化歩 合に 於 て は Rh ／avanicus 劣 り Rh ．　Delemar 稍優れ る事 を認め得た りo 伺 Rh ，　 Delemar

の 菌絲は高粱澱 粉 を90％ まで 糖化せ る事 を認 め且 つ 菌絲 の み の 醗酵 も 65．29％迄 進 み し を知 り得た

り。

　　（b） 小　　　麥

　小麥粉碎物 809に井 水 480cc及 び工業用鹽酸 10倍稀釋液 8ccを加 へ 常法に よ り4016　30分蘭加壓

蒸煮 し 、 絲｝伏菌 0．5ccを 種植 35° C に て 増養す6 爾 、 酵母 は Sacch．擢 肋 の 沈澱酵母 1ccを 種植

す 。
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Blosolenoe 　and 　Bloenglneerlng 厂　Japan

騰 （木幡、謹窰田） 甘藷な原料S すろ ア ミ ロ法の研究（第 1報）

使用せ る小麥の一成分 は次 の 如 し。

　　　 水 分 　13，28 　 　 澱粉價 　 66．339

分析結果は第10表 、 第11表の 如し。

第 10 表

糖イヒ言式驗　　　　培養 7　日

菌　　　 種 酸　度　　 PH

Rh ．　 Deletnar

Rh ・9
’
avaniCws

　 　 備考 ：

64

◎

33

糖　分

3。663

．48

2．5723

．483

　　　　酒精分 に

酒精分 　 相 當 す る

　 　　 　 glucose

3．0562

．187

4．7473

β97

總糖量

7β 196

β80

塘化％

74．487

σρ8

醗酵歩合

全 容量fP600ec　t　7s して 分析す

第 11 表

482934

．56

醐酵言式驗　　　　　　培養　7　　日

菌　　　種 酸　 度 pH 酒 精 分 生 成酒 精 cc 醸酵歩合 殘澱 粉價

　 Rh ．　 Delemar 　　　　　　　 3．4 　　　　　　　3．65　　　　　　　 4．374 　　　　　 262 ・M 　　　　　　　68．72　　　　　　　1．989

　Rh ．ゴavatticws 　　　　　　　3．8　　　　　　　3．f5　　　　　　　　4．076　　　　　　24．456　　　　　　　64，41　　　　　　　1．7A2

　 　　 備 考　：　 着辷容量な600cc 蜜 な
」
ず

　小麥 の 場合 も兩菌種の 特性は高粱の 際と同一・vaし て 、酒精生成量は Rh ．　Delvm”r 優れ結局 その

糖 化歩合 も良好 な り。 且 つ 醗酵歩合 も良 好 なる事 を認め得た り。

　小麥は高粱に比 して酒精醗醸迅速に し て その 期間短か きが 如きも醗酵成績は不良 なる結果 を示 し

他 日發表すべ き穀 類 を原料 とす る ア ミ ロ 法 の 中間工業試 驗に 於 て も此 と同 樣なる傾 向を示 せ り。

・t以上高粱及び小麥 を使用 して 兩菌種を比較茸るに此等 の 原料に對 して は糖化歩合及 び醗酵歩合 は

’
Rh ．　 Delemar の 方 Rh ．　iawanic＃ S に 優れ る事 を認 む。

　（F） Rh ．　 Delemar
，
　 Rh．ノavanicus 及び Asp．　 Oryzae の 糖化力比較

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Cls）

　Rh，　Delemar と Asp．ρryzae との ア ミ ラ ーゼ の 比較に つ い て 加藤辨三郎博士 は 比較研究 の 結

果 翫 D ・’翩 ・ は 碗 oη 。 。， 眦 し て液化力劣 り糖化力優る 鍵 ぺ られ 、 黒 贓 六椴 は 、

Rh ．　Delemar の 糖化酵素は Asp ．　Oryzaeva比 し て 澱粉液化 力竝 びに 糖化力劣 る と述べ られた り。

　 　 　 ぐの

徇森下茂氏は Rh ．ノavaniCUS は Rh ．　Delemar に 比 し て 糖化力竝 び に液化力優る こ とを認め られ

た り。

　著者 は ・Rh・1）elemar 及 び Rh．ノavanitas を液體培養の 結果澱粉量の 90− 85e／a まで 糖化す る事

を認 めた る も増養液申菌絲に よる滑費及 び酸の 生 成等 の た めに 減少せ し もの に あ らざるや と思考 し

別に酵素液を調製 し内地切干甘藷蒸煮液に作用せ しめ糖化試驗 を行 ひ たり。 徇 、 此の 際併はせ て ア

ス ペ ル ギ ル ス 屡 に つ い て 比 較試驗をなせ り。
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　　　　　　　實 驗 之 　部

（a） 使　　用　　菌

　 1，Asp．　 Oryzae （松尾燒 酎もや し よ り分離 し、當工 場保存の もの ）

　 ii．　 Rh ．1）tlemar

　i三1・　　R 乃．　ノavani ‘”s

（b） 酵 素 液 調 製

　　麩 100grに 水 150cc を加 へ 蒸 鰯後 之 を よ く混合 しそ の 209 を 200ccの 三 角 フ ラ ス コ に 入れ常

　法に よ り殺菌各菌種の 1白耳 を種植 6 日 35° C に て 培養せ る後蒸溜水 100ccを加 へ 磨猝 2時間

　室温に て 放置浸出せ る濾液を酵素液とす 。 酵素液は・y“　）v ト ラ ン 氏法に よ る も糖分 を檢禺せ ず。

（C） 繕 化 力 測 定

　　澱粉液 200ccに 酵素液 10cc及 び トル オール を加 へ 35℃ の 恒温匣中 に 放置 し適時試料 を綵

　取 し ベ ル 》 ン 氏法に よつ て 糖分 を定量 glucose　g 數 として 表 し澱粧 の 分解 を比較せ り。

　　實　　　験 　 1 ．

　　（a）　切干甘藷蒸煮液を作 用液 とせ る場合

　　　蒸煮液の 調製 ：

　　　　内地切干督藷粉碎 物 2畩 に 井水 500cc及 工 業用鹽酸10倍稀釋液 2cc を加 へ 301b　30分蒲

　　　加 壓蒸煮後800ccに稀釋 し濾過せ る もの を以 て試料 となす 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 糖 分　　　　　 澱粉價　　　　　澱　粉

　　　　　　蒸 煮 液 分 析 　 　 　 　 O．305 　 　 　 　 1．820 　 　 　 　 1．638

　　　　　　　　　　　　 酵素液及び作用液混合後の pH 　・＝4．23

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　12　　　 表

t
時　 間

　 　 1

　 5

　 20

　 40

　 M

　 備考 ：

　 （b）

Asp ・Or ジsae t
糟分

0．93 且

O ．9751

．1471

．1841

．195

壇加糖 分　糟 化％

　 0，626 　　　　46ρ03

　 0．670 　　　　4821

　0β42　　 56．72

　 0．879　　　　58．54

　 0．890　　　　59．05

Rh ．　 Delemar 　　　　　　　　 Rh ．」
“
avanic μ s

糟 分

0．3940

．6971

．4691

β961

．869

培加 糖分

　 O．089

　 0．392

　 Q，934

　 L591

　 1S64

糊 「鬻
34．46 　　　　　0．617

7i．15　　　　　工．554

93．75　　　　　　1．808

92．42　　　　　L995

壻加糟分

　 OO66

　 0．312

　 i．249

　 1．503

　 1．690

　 糟化％　tt澱粉價 ｝．820g た糖 分 に換算ぜ ろ數値な 以て 糖 分 た 除 e る もの な示 す

甘藷 澱粉 を作用液 とせ る場合

糖化％

18．3430

，51

？6，8489

．4098

，65

生甘藷を大根オ ロ シ に て 磨碎 沈澱せ し部分 を繰返し水洗沈澱せ しめ風乾せ し もの 209に水500cc及

び工 業用鹽酸 10倍稀釋液 1．2ccを加 へ 301b　30分間加壓蒸煮せ る もの を 800cc となしその 濾液 200　cc

をと りて 前回同様處理す 。
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蒸 煮 液 分 析

第

糖　分

O．106

13

澱粉債

2．089

表

澱 　粉

L994

時 　間

　 1

　 5

　 20

　 4Q

　 64

　 　 　 As φ．　Oryuae 　　　　　　　　 Rh ・1）elemar

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I
糖分 塘加 糖 分 糖化％ 1 糖 分 壻加 糟 分 糟 化％

　0 ．755　　　0．649　　　32．52　　1　 0，正82　　　0P76 　　　　7．84
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I

O ・857 　 °・751　 36・　9210 ・468 　 0・3de 　 20・16

　 0 ．948　　　　0．842 　　　　40．80　　　　　1．554　　　　1．448　　　　66．95

　 0，928 　　　　0．822 　　　　39、98　　　　　1．852　　　　1．746　　　　79．79
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

1・008 　 0・902 　 es・4211 ・974 　 ユ・868 　 85・04

糖化％ は 前回 se 同樣 の 方法 に ょれ り

Rh ．　davanicus

糖分　増加糖分　糖 化％

0 ，工93　　　　0、087 　　　　　8．31

0．450 　　　0，444 　　　 19．38

1．416　　　L310 　　　6LOO

1．940　　　　1．834 　　　　83．58

2．058　　　 1，952　　　88．66

　 　 　 備 考 ：

　以上第 12表 、第 13表の 結果 よ り Asp．　 Oryzaeは 初期に於 ける糖化極 めて 良好に し て 1時聞目 に 於

て は約 30％以上 を糖化す るに 反 し Rh ，　 Delemar及び R ん．ノavaniCttS は共に 7〜 8 ％程度に 過 ぎす

さ れ ど20時 闇作 用せ しめた る もの は既に Asp ．　Ot’｝・xae に 優 り時間の 經過 と共に 次 第に 進行 し 1〜h．

Delemar 及 び Rh ．ノawaniCus は共 に糖化良好に して 殆 ど大部分88〜98％を糖化する に 反 し Asp ．

Oryzae は60％前後に 止まる 。
　Rh ．　Delemar 及 び Rh ，ノavanicus の 酵素に よる糖化速度は Rh・

iavanitus大 なる もの の 夘 し。

　　　（の　穀類 の 蒸煮液を使せ る 場合

　粉陣せ る原料に 下記 の 割合に て 水及 び鹽酸 を加 へ 301b　30分間加壓蒸煮せ る液 を 250ccとな し酵

素渡 10cc及 び トル オール を加 へ 糖化せ しむ。

粱

粱

麥

米

高

高

　

碎

洲

皮

　

國

滿

脱

小

外

第

使用量 9

砺

印

跖

50

14

　 水

2QO じc

　 〃

　 〃

　 〃

表

10倍稀釋鹽酸⊂cc ）

　 　 0．55

　 　 0．35

　 　 0．55

　 　 0β5

蒸 煮 液 澱 粉 價

滿

脱

小「

外

粱

梁

麥

米

高

高

　

碎

洲

皮

　

國

工．3501

．423L421L421

　　 酵　讃　液　添 　加 　後 pH

A ・p・・脚 ・ 　 ［　 R ・… el ・mar

｝

427429

’

4 ．034

．32

4204

．294294

．38
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Asp．　 Oryxae 　 第 15 表

591

滿 洲 高 粱

時　　　間 　　　 糖 分

　 　 1　 　 　 　 　 　 　 C292

　 　 4塗　 　　 　　 0．496

　 　 9菱　 　 　 　 o．622

　 　 26　 　　 　 　　 0、777

　 　 68 　 　 　 　 　　 　 0．988

　 　 Rh ．　 Delemar

糖化 ％

19．4833

．1141

，4751

．7765

．88

脱 皮 高 粱　
・

　　 糖 分 　 糖化％

　 　 O．304 　　19．og

　 　 O．552　　34．63

　 　 0．595　　37．37

　 　 0．79！　　 49．70

　 　 LO38 　　65．59
i

第　 　 　 16

、／

糖分 　 糖化 ％

O．320 　　20．53

0，552　　3653

、O．622　　 39．26

0β20　　52．61

1．Q25 　　 65．74

外 國 碎 米

表

糖分 　糖化％

0281 　　 17，78

0．514　　32 ．52

0．6ee 　 43．06

0．848 　　53．70

工．051 　　 66．57

　　　　　　　　　滿

堕   L瞰 髞 小 　 鰡 碎 米

　　時 　間 1 楙 灘
1

糖分 攤 i 糖 分 蹴 ％ 　 糖 分 灘

　 　 　 　 1　　　　　　　「　　 0，且00　　　6，55　　　　　　0．100　　　628 　　　i　　 O ．119　　　7．60 　　　　　　0．074　　　4．09

　　　 4垂　　　　　　　 0272 　　18．15　　　　　0247 　　15．54　　　　　0．282　　18．12　　　　　0．257　　1629

　　　 9曇　　　　　　　O ．524 　 34．90 　　　　　0」383　　24．09　　　　　0．596　　3828 　　　　　0．468　 29．65

　　　 26 　 　 1・03569 ・OO 　 　 1・（mS666 ・99 　 　 °99864 ρ5 　 　
1・01064 ・OO ．

　 　 　 68 　　　　　　　　　1．407　　93．77 　　　　　　1．525　　97．78　　　　　　1．367　　8Z71 　　　　　　1．446　　91，60

　　 　 備考 ： 糖 化％は 澱粉假 の 分 解　 tx　LJ

　第15表 、 第 16表に 於て も前回同樣 Asp，　OrPtzaeに よる糖化は初期に於 て 速 やか なれ ども長時聞

作用 さす と きは Rb ．1）elemar に 及ぼす 。
　Rh ．　D ’lemar の 糖化酵素は原料澱粉 の 87N ・97．78％まで

分解す る事 を認 めた り。

　　 貲 　　 驗　1

　内地 切干甘藷粉碎物 209に水 500ccを加 へ 下記の 如 く蒸煮せ る液 を 800cc となしそ の 200ccに酵

素液 10cc及び 0．2N 醋酸鹽緩衝液 10ccを加 へ pH を 5．0に な した る もの を以 て 前記 同様酵素力 を比

較す 。

　　 1． 30分間　常壓に て蒸煮

　　 2． 30分間　301bに て加壓蒸煮

　　 3． 工業 用 10倍稀釋 鹽酸 2  を加 へ 30｝b30分間蒸煮す 。

　　　　　　　　　　　　　　蒸 　 煮 　 液 　 分 　 析

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　瀕腕價 　　 　 　 　 　　糖分　 　 　　 　 　 　澱分

　 　 　 　 　 　 　 1　　　　　　　　　　　　 1．∈惣 1　　　　　　　　　　　 0231 　　　　　　　　　　　　工．613

　 　 　 　 　 　 　 2　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　O．3β3　　　　　　　　　　　　　　L521

　 　 　 　 　 　 　 3　　 　　　　　 　　　　　”　　　　 　　　　　 　　O．389 　　　　 　　　　　 　 1．471
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第 17 表

時 ・ 1
　 　

’
　　　　　　 1

R ん．
「
D 召le”砌 プ　

・2

　 　 　 　 　 　 　 3

24 1
1．168　　0937 　　57．72
「
1．168　　0，B35　　57．72
．
L221　0．832　60β4

娼 T
糟囓 劉 糖・ 蘿轡

一

　 　 　 　 　 　 　 1

　Asp ・（〕r））xae 　 2

　 　 　 　 　 　 　 3

11．525　　1294 　　75．37

．1・525　　L 且92　　75β 7

1．592　　1．203 　　78．68

．1．115　0．884　55，10

1，142　　0．8〔〕9　 56．44

1，le 　　O．753　 56．44

1，274　　1．043　 62．86

1β 13　 α980　 64 ．89

！．356 　 α967　 67．〇三

ブ2 」
糖 分 欝 讐
1，660 　　L429 　 82 、04

1．647　　1．314 　81 ．4te

L727　　i．338　　85 ，35

1．4C｝5　　1，174　69．44

r．444　　1．II1　　71．36

1．481　　1．092　　73．ig

96

齢 翻 攤
L755 　　L524　　86▼73

L769 　　1．436　　87，33

1．824　　L435　90 、14

1．511　 里．280　74，67

L552　 1．219 　76 ．70

L579 　
广
！，190　　7a40

　第 17表 の 結果 よ り
1pH

を調節 し 、 蒸 煮液 の 變化に よ る糖化の 關係 を賢驗せ る に 鹽酸 を添加 し加 壓

蒸 煮せ るもの 概 し て良好な らざる如き結果 を示 した る も大差 なし。 糖化力に 於 て Asp。　OrPtzaeは

Rh ，　Delemar に 劣 る事 を認め得た り。

　木項は要す る に Rh．ノavanicus ，　Rh ．　Delemar 及び Asp．Oryzae の 酵素液を作 り糖化 力を比較

し次 の 事貴を認 めk．り。

　　（1） 鹽酸 を添加 して 加壓蒸 煮せ る切 干甘藷蒸煮液 を澱粉液 として 質驗せ る結果 Asp．　 Oryzae

　　　　 は初期に 於て 糖化 力優る も結 局 RhiZOPUS　wa　va及 ばす 、 穀類 に於て も同樣な り。　 Rh ．ノav −

　　　 ・　anicas と Rh ．　 Delemar とは 大差 なきも前者稍優れ る事 を認め 得た り。

　　（2） 切 干甘藷 を常壓 、 加壓 、 鹽酸添加加 壓蒸煮 の 3種の 操作 に よつ て 澱粉液 を調製せ る揚合 も

　　　　 Asp．　 Oryzae及び Rh．　 Delemar の 糖化歩合 は蒸煮液の 變化に よ る影響は認 め難 しQ

　　　　　　　　 第 2 章　　使 需酵母 の 比較研究

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1）

　 ア ミ ロ 法に 使用すべ き酵母につ い て は加藤辨三郎博士 は Rasse　 1 に 類す る もの を使用せ られ 、

ア ミ ロ 法に使用する酵母は高澀に作用すδと云ふ條件に糖化作業良好なる場合は左程重大で な く寧
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （11）
ろ 繁殖 と醗酵との 關係 、酒精に 對す る抵抗 力を重 要覗せ られた り。 佐 藤 喜吉氏は Sacch．　anamgnsis

と Sacch．　 P6加 とを比較研究 し Sacch，　 P．
’
ha は Sacch．　anamensis に 比 して 醗酵逑か に し て そ の

成績 も亦良 好 な りとせ られ た り。 著者は在來當工 場に於 て 使用 せ る酵母 （Hefe 　1）） が 是に適 す る

や否やを比較 研究せ り。

　　　　　　　　實 　驗　之　部

　（A ） 麹汁 を使用せ る場合

　120Bllgの 麹 i・300ccに 12° Bllgの 麹 目
・5ccに24時間 35

°C に て ま言養せ る酵母 の 沈｛殿部分 を種

植常法に よ り醗酵管を附し醗酵試驗 を行 な へ ）io
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　　　　　　　　　　　 使 用 麹 汁 の 分 析

　　　　　　 酸 度　　　　　 pH 　　　　　 糖分

　 　 　 　 　 　 　 27　　　　　　　　　　 3．90 　　　　　　　　　10．80

實 驗 結 果

　　　　　　　　　　　　 第 　　　 18　　　 表

　　　　　 醗酵經過 （CO2 減量 を 9 に て表は す）

B11912

，0

増養35°C

時　　 間

24

侶

箆

9620

計

Hefe 　 D

t 　 6

　 51

β

L2

　 013

，5

　 55

．52

．30

．2

　 013

．0

Sacch ．　P6 党耳 8acch ．　 anamenSt8

　　　　　 　 第

醗 酵 液 分 析

19

　 7

　 6

　 1

　 0

　 014

ρ

表

　 6

　 6

　 1

　 0

　 013

．0

　 46

．51

．5
’
1．0

　 013

．0

　 3

　 8

　 2

　 0

　 013

．0

度

分

分

O

　
合

均

　

　

乱

g

歩

　

精

護
田

酵

　

　

ロ

酸

酒

殘

91

殘

醗

甼

　

　

（

Hefe 　D

4．0　　　　　 4．1

6．1783　　　 62068

0．4222　 　 0．4222

Sacch ，　FEka Saech 。　 anaMet 多StS

O ．6788

．85

0．678925

　

　 　 89．05

4、4　 　　 　 4．4

5．8388　　　　5．8108

O．7443

1．4783

．96

o．74葡

1．3783

．56
　

　 　 83．76

］ 42 　 　 　 　 4β

5．8172 　　　　5，8292

0，7474｛3　　　　0．7443

］．3783

．66

1．3783

β2
’

　

　 　 83．ブ4

　第 18表 ・ 第 19表の 結果 よ り麹汁培養の 際 CO2 減量 よ り比較す る に 8acch・P『肋 最 も速やか に し

て 耳efe 　D ，
　Sα cch ．　 anamensis 之に 次 ぐ 、 され ど醗酵成績 は　Hefe　 D 最 も良 好に して Sacch

擢 加
，
Satch・．anamensis は 同檬 なる 成續 を示 せ り。

　（B）　切干甘藷醪 を使用せ る場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　 ，．

　麹 汁 を使用せ る場合 Hefe　D 最 も良好なる結果 を得たれば再 々 之 を内地 切干甘藷 の ア ミ ロ 法に

使用 し醗酵試驗 を行 なひ 比 較せ り。 術 Hefe　l） に つ い て は 、 30℃ ， 33° C
， 35°C の 培養を比 較せ

り。 貨驗方法は 内地切 干甘藷粉碎物 1kg に井 水 10L を加 へ 攪拌機を有 する加 壓釜中に て

1401b
　30分

勵 瞳 黼 せ る液 400・c に 畆 ；・・磁 ・・ を種植 35°C に 於 て 48時間鱶 後  雄 概 梱 度

に 於て醐酵せ しめた り。

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　 酸度 　　　　　　pH 　　　　　　澱粉價

　　　　　　 蒸煮液 分析　　　　　　　　　2．2　　　　　　　 3，78　　　　　　　 11．28
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第 20 表

醸 酵 液 分 析

He ／re　D

培i齟 度　　　　　35 °C 330C 300C

酸　　　　度

　痩　Bllg

酒 　 精　　分

弔 　　 　 　 均

42 　　　 42

　 　 　 0 ．13

6．381　　6．513

　 6．447

4．5　　　 4，5

027 　 　 0．17

6．5d8　　6．57 艮

　 　 6 、539

4．5　　　 4．5

0、29　　 0．22

6．599　　6．569

　 　 6．584

Sacch ，　PEka 　　sα σc ん．　 ana ，net 多szS

　 350C　　　　　　　　350C

・… 　 　巨 ・ 　 ・．・

027 　　　0．17　　　　0 、29 　　　　0β2

6β62　　6．171　　　 6．448 　　　6．294

　 　 6267 　　　　　　　　　　 6．371

　第20表 の 結果 よ り 35°C に 於て Hefe　1） は Sacch．　 anamensis 及び Sacch．　 P6如 に 優 る事 を認

め Satch，　anamensis は Sacch，　P  4 よ り良好 なる郊 し。 伺 Hefe　D は比 較的低 温 に 於 て 好 適に

して 30° C 最 もよ く 35°C に て は その 成績は 比 較的劣 下せ り。

　以 上の 實驗に よつ て H 瞬 D は ア i ロ 法に好邁 な りと認め られ S” acch ．　anamensis 及 Sacch．

P躁 ρ に 劣 らす寧 ろ 優れた ．る事 を認 めた る を以 て 以 後中間工 業試驗及び工業上實施 の 際 も之 を使用

する こ と とせ ）。

　（C ） Hefe 　D の 形態竝 ぴ に 生 理

　Hefe　l） の 形態竝びに生理に つ い て贊驗せ る もの を略記 す 。 詳細は追つ て 後報す べ し。

　　細胞 ：　 麹汁培養に 於 ける細胞は 球形叉は卵形に して 内容透明 な り。 出芽細胞は 球形 の もの 比

　　　較的多 し。 細胞の 大 さ は球形は 7．6〜3趣 に して 普通 67μ叉卵形 の もの は 1L5x8 ．6μ卍4．8x

　　　3．8μに して 普通 7．6／i × 6．7μ な り。 長期培養せ る もの に は長 楕圓形又 は胡瓜形 の もの を認 め大

　　　さは 11．5× 4．8・v11 ．3× 3．81t　k り。

　　液體培養 ：　 麹汁4〜 5目培養に 於 て 皮膜を形成 し器壁 を上 昇す 。 醗酵に よる泡沫は粘 性に し て

　　　高 し。 沈澱せ る酵母は緻密に して 割合固 し。

　　劃線増養 ：　 麹汁寒天上 （室温 30日間 ）の 培養は ク リー ム 色に して 周邊 波朕に して 起伏あ り中

　　　央部は 陥浸せ る線をなす。

　　互大聚落 ：　 麹汁寒天上 に室温に て 30日間墸養せ る豆大聚落は 圓形 ク リー ム 色を呈 し表面 は概

　　　ね 準滑 なれ ど中央部稍隆起 し放射状に 低 くき起伏及 び僅 かに 同心 圓を形成す 。 周邊は綏慢な

　　　 る沈状を呈す 。

　　胞子形成 ：　 室温 に て ゴ ロ ドコ ワ寒天に 墸養せ る場合胞子は 1〜 4個 を形成し球形に して 大さは

　　　2、5Aな り。

　　死滅温度 ：　 55°C 　5分

　　酒精に 對す る抵抗 性 ：　 酒精分6％の 場合 は 24時間 、
8％の 場合は 72時 間に て 醗酵せ る を認 め 、

　　　 10％に於 て は 約 120時間に 於て醸酵する如き も明瞭 な らす 。

　　發育及 び醗酵 の 最適温度 ： 35° C 〜 26° C （室温）に 於て 實驗せ る結果發育は 33°C が良好なる
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　樣思考 され醴酵は比較的低温なる 30° C 〜 26℃ 良 妊 な り。

發育及 び醗酵 の 最適 水 素 イ オ ン 濃度 ： 麹汁 を使用 し繁殖 の 場合は pH2 ．78・ v5 ・28 に して 行 な

　ひ た る結果最適水素 rlオ ン 濃度は pH4 。4〜4．6 に して 醗酵の 場合 は pH 　 2・9・v6 ・6 の 範圍に

　て 、 pH3 ．14〜5．0良好に して pH 　3．14− “ 4．24が最適の 如 し。

告種炭水化物に對する醗酵

　醗 酵 性 ： gluCOse ，
　sucrose ，

　maltOse ，
　galaCt。 se

，
　raMnOse

　非醗酵性 ； lactose，　dexrin，　starch ．

　 　　　 　 No ．工　　　　　 　　　　　　　　 No ．2 　 　　　　　　　　　　 No ．3

麟 敏
附　圖 No ．　 lNo

．2No

，3

麹 汁 中 3Q ° C に て 24時間培養

麹汁 中 室温 に て 4 ク 月培養

麹 汁 寒天 上 巨大 聚 落

第 藍編　要　旨

ア ミ ロ 法に 使用す べ き絲状菌及 び酵鳳 に つ い て 實驗せ るに 次の 結果 を得た り。

（1）　内地切干甘藷 の 蒸煮醪 を使用 し在來 既知 RhizoPus 屬及び朝鮮産麭子 よ り分離せ る菌 を比

　　較 し Rh ．　 Delemar，　Rh ．　iavaniCUSが 良好 な る事 を認めた り。

（2） Rh ，　Delemar 及 び Rh ，ノavanic ”s を比較せ る結果 内地切 干甘藷醪に 於て は 醸酵成績は最

　　後 ic於て は 殆ど同一なれ ど原料 の 糖化は ・Rh ／avaniCUS 速 か な る事 を認 め得た り。

（3） Rh 、ヱ）elemar 及 び Rh ．　iavanicusの 兩種を混合使用 せ る場合は 醴酵成績や や劣下 せ る如

　　 き も大差な し 。

（4） 菌絲の みに よる酒精醸酵は Rh ．　Delemar は Rh．ノavanic ”s　va比 し大 なるが總糖分生成量

　　 は原料 に よ り差あ り。

（5） 高粱及 び小麥 を使 用する場合 Rh．　Delemar は Rh ．　iaganicusに 優る 。

（6）　Rh．　Delemar
，
　Rh．　iawanicas及 び Asp ．　Oryxae の 糖化酵素を比較研究 をな した る結果 、

　　Rhiz・P ・・　mPtt　A ・p・rgi4 ・・　asよ嬾 化力儺 孰 認めた り調 ・ 槲 ヒカは瀦 の懺 鯛

　　内に於ける澱粉液の 調製法の 差異に よ りて は殆 ど變化 を認めす。

（7） 酵母 に つ い て Sacch，　anamensis
，
　SaCth．　P ’ka及び當工場使用在來種とを比較せ る結果 當

　　工 場 の もの 最 も良好な り。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

596 （木幡 、室 田） 甘 藷を原料 〜三す る ア ミ ロ 法の 研 究（第 1報）

（8） 本實驗に よ り甘藷 ’切 干甘藷 の ア ミ ロ 法には Rh・ル呶 廊 〃∫ は 絲状菌 として は最 も良種 な

　　 りと認 め られ、酵母は 在來常工 場使用の もの 優良 な りと認 む。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（於大 日本酒 類醸造株 式 會肚熊本工 場）
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